
参 考 資 料

１．Ⅱ章「解決すべき課題と解決を阻害する要因」
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Ⅱ
章
「
解
決
す
べ
き
課
題
と
解
決
を
阻
害
す
る
要
因
」

に
係
る
参
考
資
料

平
成
２
４
年
１
２
月
１
４
日
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【
参
考
】
Ⅱ
-
（
１
）
IC
T
を
活
か
し
た
遠
隔
診
療
や
地
域
医
療
連
携
の
普
及
に
つ
い
て

○
厚
生
労
働
省
局
長
通
知
（
H
9
.1
2
.2
4
及
び
H
1
5
.3
.3
1
な
ら
び
に
H
2
3
.3
.3
1
）
に
よ
る
要
件
明
確
化
。

初
診
及
び
急
性
期
疾
患
は
、
原
則
直
接
対
面
診
療
。

上
記
に
か
か
わ
ら
ず
患
者
要
請
に
よ
り
患
者
及
び
家
族
に
十
分
な
説
明
を
行
っ
た
上
で
直
接
対
面
診
療
と
の
組
合
せ

で
、
下
記
は
可
能
。

ｱ
)
直
接
対
面
診
療
が
困
難
で
当
面
必
要
な
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
（
例
え
ば
、
離
島
等
で
往
来
診
に
長

時
間
・
危
険
を
伴
う
場
合
）

ｲ
)
慢
性
期
疾
患
で
病
状
が
安
定
し
て
お
り
遠
隔
医
療
で
療
養
環
境
向
上
が
認
め
ら
れ
る
も
の
（
例
え
ば
、
在
宅
の
酸

素
療
法
/
糖
尿
病
/
ぜ
ん
そ
く
/
高
血
圧
等
の
患
者
）

上
記
通
達
に
「
診
療
の
実
施
責
任
は
診
療
し
た
医
師
等
が
負
う
」
こ
と
を
明
記
。

○
震
災
後
、
被
災
地
の
対
面
診
療
が
困
難
な
患
者
は
、
上
記
ア
）
に
該
当
す
る
旨
の
事
務
連
絡
発
出
。

医 師 法 の 基 本 原 則

対
面
診
療
を
基
本
と
す
る

医
師
法
2
0
条
等

○
医
師
の
不
足
や
偏
在
（
医
師
数
不
足
、
被
災
地
外
へ
の
医
師
の
転
居
等
）
や
医
療
機
関
の
不
足
や
偏
在
（
医
療
施
設
の
流
出
・
倒
壊
、
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
未
決
定
や
不
動
産
価
格
の
高
騰
に
伴
う
再
建
場
所
確
保
の
困
難
さ
）
等
に
よ
り
、
被
災
地
の
医
療
体
制
の
再
構
築
は
進
展
せ
ず
。

○
被
災
地
の
医
師
・
医
療
機
関
の
不
足
を
補
う
一
助
と
考
え
ら
れ
る
IC
T
を
活
か
し
た
遠
隔
診
療
や
地
域
医
療
連
携
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
普
及

に
向
か
う
対
応
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
。

1

IC
T
を
活
か
し
た
遠
隔
診
療
や
地
域
医

療
連
携
の
普
及
に
関
連
す
る
事
項
の
例

対
応
状
況

○
厚
生
労
働
省
局
長
通
達
（
H
2
2
.2
.1
）
に
て
、
電
子
カ
ル
テ
の
外
部
業
者
に
よ
る
保
存
を
認
め
る
。

○
厚
生
労
働
省
が
電
子
カ
ル
テ
の
推
奨
仕
様
を
呈
示
し
て
お
り
、
医
療
機
関
間
で
の
一
定
の
情
報
共
有
は
可
能
。

○
広
域
的
な
医
療
情
報
連
携
基
盤
の
先
行
運
用
シ
ス
テ
ム
は
、
大
学
病
院
な
ど
を
地
域
中
核
病
院
に
据
え
て
構
成
。

（
平
成
2
3
年
度
か
ら
香
川
県
、
広
島
県
、
島
根
県
の
3
地
域
で
実
証
実
験
を
実
施
中
。
）

地 域 医 療 連 携 に つ い て

医
療
機
関
相
互
の
医
療
情
報

の
共
有
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【
参
考
】
Ⅱ
-
（
２
）
技
術
の
社
会
実
装
を
実
現
す
る
た
め
の
「
人
」
「
場
」
「
資
金
」
の
縁
づ
く
り

技
術

・
被
災
地
で
社
会
的
企
業
を
担
う
人
材
を
育
成

（
復
興
支
援
型
地
域
社
会
雇
用
創
造
事
業

「
社
会
的
企
業
人
材
創
出
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」
・
内
閣
府
）

・
志
を
持
っ
た
経
営
人
材
の
被
災
地
に
お
け
る
育
成

（
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
仙
台
校
の
開
校
）

・
被
災
地
方
公
共
団
体
と
企
業
が
連
携
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

事
業
計
画
作
り
を
支
援

（
「
企
業
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
化
支
援
」
・
（
復
興
庁
）

・
復
興
を
リ
ー
ド
す
る
企
業
作
り
（
事
業
計
画
策
定
）
を
支
援

（
（
一
社
）
M
AK

O
TO
）

・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
地
元
団
体
に
専
門
家
を
紹
介

（
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
人
材
バ
ン
ク
」
・
国
交
省
）

・
大
手
企
業
の
経
営
資
源
を
被
災
地
企
業
に

つ
な
ぐ
場
（
対
話
の
場
）
の
提
供

（
地
域
復
興
マ
ッ
チ
ン
グ
「
結
の
場
」
・
復
興
庁
）

・
復
興
意
識
を
共
有
す
る
有
志
が
集
う
場
を
提
供

（
（
一
財
）
KI
BO

W
）

・
様
々
な
ﾊ
ﾞｯ
ｸ
ｸ
ﾞﾗ
ﾝ
ﾄﾞ
を
持
つ
人
々
が
共
有
す
る

ｺ
ﾜ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞｽ
ﾍ
ﾟｰ
ｽ
を
提
供
（
co
co
lin
）

（
（
一
社
）
M
AK

O
TO
、
（
株
）
仙
台
ｿ
ﾌ
ﾄｳ
ｴ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
）

・
被
災
地
で
の
社
会
的
企
業
の
起
業
家
に

最
大
30

0万
円
相
当
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を

総
合
的
に
支
援

（
復
興
支
援
型
地
域
社
会
雇
用
創
造
事
業
「
社
会
起
業

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
・
内
閣
府
）

・
企
業
か
ら
の
寄
付
金
を
基
金
化
し
、
新
規
事
業
の

ｽ
ﾀ
ｰ
ﾄ資
金
あ
る
い
は
ﾋ
ﾞｼ
ﾞﾈ
ｽ
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
育
成
奨
学
金

と
し
て
提
供

（
「
ﾀ
ﾞｲ
ﾑ
ﾗ
ｰ
・
日
本
財
団
ｲ
ﾉﾍ
ﾞｰ
ﾃ
ｨﾌ
ﾞﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
基
金
」
・

ﾀ
ﾞｲ
ﾑ
ﾗ
ｰ
ﾍ
ﾞﾝ
ﾂ
、
日
本
財
団
、
ｸ
ﾞﾛ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
経
営
大
学
院
）

・
事
業
者
に
共
感
す
る
個
人
か
ら

資
金
を
集
め
る
仕
組
み
の
構
築

（
「
ｾ
ｷ
ｭ
ﾘ
ﾃ
被
災
地
応
援
ﾌ
ｧ
ﾝ
ﾄﾞ
」
・

ﾐｭ
ｰ
ｼ
ﾞｯ
ｸ
ｾ
ｷ
ｭ
リ
ﾃ
ｨ（
株
)）

人
・
意
欲
・
志
・
経
営
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

×
・
技
術
面
・
経
営
面
の
サ
ポ
ー
ト

場
・
技
術
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

・
技
術
と
人
・
資
金
と
の
出
会
い

・
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

資
金

人 材 育 成

紹 介
専 門 家

起 業 家 支 援

事 業 化 支 援

多 様 な 連 携 の 場

ボ ラ ン テ ィ ア 等

企 業 連 携 の 場

国 の 資 金

企 業 の 資 金

資 金
個 人 の

○
技
術
の
社
会
実
装
の
た
め
に
は
、
技
術
を
経
営
に

活
か
す
原
動
力
と
な
る
意
欲
・
志
と
経
営
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
を
持
つ
人
材
や
、
技
術
面
や
販
売

ル
ー
ト
開
拓
も
含
め
た
経
営
面
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
や
サ
ポ
ー
ト
の
出
来
る
人
材
が
必
要
。

○
ま
た
、
技
術
が
、
自
治
体
、
企
業
、
N
P
O
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
様
々
な
関
係
者
と
出
会
う
場
が
有
効
。

さ
ら
に
資
金
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
。

2

（
取
り
組
み
事
例
）

（
取
り
組
み
事
例
）

（
取
り
組
み
事
例
）

＜3＞



【
参
考
】
Ⅱ
-
（
３
）
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
へ
の
取
り
組
み

○
被
災
地
自
治
体
は
、
復
旧
・
復
興
の
対
応
事
務
で
人
手
不
足
の
上
に
、
今
ま
で
経
験
や
蓄
積
の
無
か
っ
た
分
野
の
対
応
が
必
要
と
な
り
、
職
員

数
や
専
門
能
力
な
ど
、
量
・
質
の
両
面
か
ら
、
復
興
・
再
生
に
十
分
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
取
組
事
例

ガ
レ
キ
処
理

・
膨
大
な
ガ
レ
キ
を
可
燃
物
、
不
燃
物
、
木
く
ず
な
ど
に
コ
ス
ト
と
手
間
を
か
け
て
丁
寧
に
分
別
。

環
境
基
準
を
ク
リ
ア
で
き
た
も
の
に
限
っ
て
、
復
興
事
業
へ
の
利
活
用
を
推
進
。

市
街
地
・
居
住
地
復
興
の
た
め
の
事
業
規
模

：
43
5地
区
*（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
：
20
地
区
の
20
倍
以
上
）

【
東
日
本
大
震
災
の
被
害
の
特
徴
（
「
復
興
の
現
状
と
取
組
」
、
平
成
24
年
11
月
27
日
、
復
興
庁
資
料
よ
り
）
】

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
加
速
が

復
興
の
た
め
の
大
き
な
課
題

*土
地
区
画
整
理
事
業
、
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
、
漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業
の
合
計

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
構
築

・
多
様
な
技
術
で
構
成
さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
構
築
を
検
討
し
よ
う
と
し
て
も
、
職
員
の
技
術

蓄
積
が
十
分
で
な
く
、
十
分
な
対
応
が
困
難
。
ま
た
関
連
す
る
行
政
組
織
が
多
岐
に
わ
た
り
、

横
断
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
要
求
さ
れ
る
。

駅
名
票
の
Q
Rコ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
に
よ
り
、
携
帯
電
話
等
で
運
行
状
況
の
確
認

が
出
来
る
。
待
合
室
に
お
い
て
は
運
行
状
況
を
表
示

（
出
典
：
「
防
潮
堤
を
勉
強
す
る
会
」H

P）

（
出
典
：
環
境
省
）

（
出
典
：
経
産
省
）

（
出
典
：
JR
東
日
本
）

（
出
典
：
河
北
新
報
）

3
「
防
潮
堤
を
勉
強
す
る
会
」
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）

・
再
整
備
さ
れ
る
防
潮
堤
建
設
に
対
し
て
、
市
民
が
自
主
的
に
行
政
関
係
者
や
学
識
経
験

者
を
招
き
勉
強
会
を
開
催
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
気
仙
沼
線
BR

T*
・
震
災
か
ら
1年

5か
月
後
の
20

12
年
8月
に
開
通
し
た
BR

T。
IC
T技
術
を
利
用
し
た
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
複
数
自
治
体
を
ま
た
が
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
は

調
整
を
要
す
る
機
関
も
多
岐
に
わ
た
る
。
（
*B

RT
：
Bu

s R
ap
id
 T
ra
ns
it（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
）
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【
参
考
】
Ⅱ
-
（
４
）
除
染
作
業
の
加
速
化
に
向
け
た
取
り
組
み
-
１

「
除
染
及
び
特
定
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
合
」
（
H
2
4
.1
1
.6
）
資
料
1
よ
り
抜
粋

○
環
境
省
で
は
、
除
染
の
加
速
化
及
び
不
安
解
消
に
向
け
た
対
策
を
「
除
染
推
進
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て

策
定
・
公
表
。

○
除
染
作
業
に
関
し
て
は
、
関
係
府
省
が
各
々
の
専
門
分
野
を
中
心
に
研
究
や
実
験
を
進
め
な
が
ら
、

次
頁
の
工
程
表
を
も
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

4
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【
参
考
】
Ⅱ
-
（
４
）
除
染
作
業
の
加
速
化
に
向
け
た
取
り
組
み
-
２

「
除
染
及
び
特
定
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
合
」
（
H
2
4
.1
1
.6
）
資
料
２
よ
り
抜
粋

5
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